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流域がつながる仕組みを活用して、河北潟流域
の水辺保全活動を推進する地域産業を拡大する

セネガル共和国において
地域循環型採卵養鶏を育てるプロジェクト

 石川県河北潟

 セネガル

活動地域

活動地域

シンポジウム参加者 62 人

農業体験参加者 144 人

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 65 ％

HOW TO素材動画 5 本

卵製品開発 6 種

今年度計画の達成度 62 ％

目標達成度 48 ％

実 践

ひろげる助成

2年目

実 践

ひろげる助成

2年目

活動内容と成果
● 流域で連携した環境保全活動を進めるため、専門家
や流域の行政、団体等との話し合いを進め、課題を整
理し、河北潟流域自然再生協議会の設立に向けた準
備会を発足させた
● 河北潟流域の情報を紹介する「河北潟流域新聞」を河
北潟流域の農地や食べ物、河北潟の利用方法を主な
テーマにして、2号制作した
● 流域の市民が気軽に参加できる農業体験、農地の生
物や河北潟の水質、流域のごみを調べるなど、多角的
な体験や調査活動を実施し、延べ183人が参加した
● 流域連携・地域連携をテーマにしたシンポジウムを
開催、62人が参加した

活動内容と成果
現地訪問できないままに2年が経過した。今年度は鳥
インフルエンザも流行し、活動内容を縮小した。主要
目標であるセネガル仕様の自然卵養鶏飼養管理技術
の開発にむけ、動画テキストの準備をした。事業後半
には、現地と日本、双方向の飼育実験を始めることが
できた。また、次年度の本格的なヒナ導入の準備とし
て、腐葉土製造等の各テクニックを農園スタッフに
オンライン指導した。
卵加工品の製品開発では、燻製卵の製品開発を現地
の食材で在セネガル邦人が継続した。卵石鹸やカヌ
レ等の卵菓子の試作も行った。

課　題
河北潟の水質改善を目指し、保全活動参加者は増え
ているが、流域の観点からの取組みを進めるため、流
域の組織的な仕組み作りや流域保全を進める産業作
りが課題である。

目　標
流域協議会を設立し、流域での水辺保全活動参加者
の増加、農薬や化学肥料の使用を減らした圃場の増
加、環境保全と調和する産業の推進を目標とする。

課　題
大量生産・大量消費・大量廃棄型の近代養鶏が主流
のセネガルでは、地鶏の減少、卵殻や糞といった産業
廃棄物、化学物質の多用された卵を食する人々の健
康が危惧される。

目　標
セネガル共和国に、鶏、環境、人に負荷のかからない
健康的で地域循環型の自然卵採卵養鶏を普及させ
る。
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農業体験活動実施時の様子農業体験活動実施時の様子

生まれたてのヒナが農園にやってきた生まれたてのヒナが農園にやってきた

シンポジウム会場の様子シンポジウム会場の様子

卵殻再利用 卵型エッグソープの試作卵殻再利用 卵型エッグソープの試作

準備会から河北潟流域自然再生協議会の発足をめざす。水辺・湿地や保全活動に
ついて学ぶことができる講座、資格制度の立ち上げをめざす。子どもが気軽に保全
活動を学び参加できるキッズプロジェクトを立ち上げる。

セネガル仕様の自然卵養鶏飼養管理技術の開発を最優先事項に、現地とのオンラ
イン化を進める。with/afterコロナの変化に対応し、ビジョンを共有する現地組織
とのパートナーシップを育成する。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響で現地活
動が少人数となることがあった。ま
たスケジュール決定がぎりぎりと
なった。

■工夫した点
少人数で対話はしやすくなったた
め、参加者の満足度を高められるよ
う、要望を聞きながら活動の細かい
部分を変更していった。

■苦労した点
当事業の直接の要望者であった青年
たちが、長引く新型コロナウイルス
禍やセネガルで起きた3月の政治的
騒乱で事業地を移動した。

■工夫した点
現地訪問ができないまま、在日セネ
ガル人のネットワークで事業地周辺
に住む採卵養鶏に関心のある人々を
発掘した。
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